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和歌山県立医科大学医学部ティーチング・アシスタント制度実施要綱 

 

制定 平成２１年３月２４日 

 

（趣旨） 

第 1 条 この要綱は、和歌山県立医科大学医学部（以下「医学部」という。）におけるテ

ィーチング・アシスタント制度の実施について事項を定めるものとする。 

 

（目的） 

第２条 ティーチング・アシスタント制度は、和歌山県立医科大学大学院医学研究科（以

下「医学研究科」という。）に在学する学生（以下「大学院生」という。）のうち成績

優秀な者を、教育的配慮のもと、教員の補助者（以下「ティーチング・アシスタント」

という。）として従事させることによって、大学教育の充実を図るとともに、将来教員

・研究者になるためのトレーニングの機会を提供することを主な目的とする。 

 

（業務） 

第３条 ティーチング・アシスタントの業務は医学部学生に対する教育的効果を高めるた

め、主に授業に係わる実験・実習等（以下「授業」という。）に関する教育補助業務と

する。 

 

（資格） 

第４条   ティーチング・アシスタントは、医学研究科の教養及び基礎系の教室に在学する

学生とする。ただ し 、 教 養 教 育 科 目 に 関 す る テ ィ ー チ ン グ ・ ア シ ス タ ン ト に つ

い て は 、 他 大 学 の 大 学 院 生 も 対 象 と す る 。    

 

（従事期間等） 

第５条 ティーチング・アシスタントの従事期間は、４月 1 日から翌年の３月３１日まで 

の１年以内とし、従事時間は、原則として年間１５０時間を限度とする。 

 

（推薦書の提出） 

第６条 大学院生の指導教授は、成績優 秀 な 者 を テ ィ ー チ ン グ ・ ア シ ス タ ン ト と し

て 、 テ ィ ー チ ン グ ・ ア シ ス タ ン ト 推 薦 書 （ 別 記 様 式 １ ） に よ り 、 医 学 研 究 科

の 長 （ 以 下 「 医 学 研 究 科 長 」 と い う 。 ） に 推 薦 す る こ と が で き る 。  

 

（選考） 

第７条 医学研究科長は、前条の規定により推薦のあった者のうちから適任者を選考し、 

和歌山県立医科大学大学院医学研究科委員会（以下「医学研究科委員会」という。）の

議を経て決定する。 
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（委嘱） 

第８条 医学研究科長は、前条の規定により選考し、決定した者をティーチング・アシス

タントとして任用し、委嘱する。 

２ 医学研究科長は、前項の委嘱結果を大学院生の指導教授に通知するものとする。 

 

（事前指導等） 

第９条 大学院生の指導教授及び授業の担当教員は、ティーチング・アシスタントに対し

て、あらかじめ教育補助業務に関する指導を行わなければならない。  

２  大学院生の指導教授及び授業の担当教員は、ティーチング・アシスタントによる教育

補助業務を把握し、当該授業の安全管理に十分配慮しなければならない。 

 

（実施報告書） 

第１０条 ティーチング・アシスタントは、授業に関する教育補助業務終了後、実施報告

書（別記様式２）を作成しなければならない。  

２ 大学院生の指導教授はティーチング・アシスタントが作成した前項の実施報告書を確

認したうえ、翌月の５日までに医学研究科長に報告しなければならない。 

 

（報償費） 

第１１条 ティーチング・アシスタントには、予算の範囲内において報償費を支給する。 

報償費は実施月の翌月末までに支給する。 

 

（実績報告） 

第１２条 医学研究科長は、年度の最初に開催する医学研究科委員会に前年度の実施状況 

を報告しなければならない。 

 

（庶務） 

第１３条 ティーチング・アシスタント制度に関する庶務は、事務局学生課において行う。 

 

（補足） 

第１４条 この要綱に定めるもののほか、ティーチング・アシスタント制度の実施につい 

て必要な事項は、医学研究科委員会において定めるものとする。  

 

   附 則 

  この要綱は、平成２１年４月１日から施行する。  
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別記様式１ 
 

ティーチング・アシスタント推薦書 
 

 平成   年   月   日 
大学院医学研究科長 様 
 
                         所 属                         
 
                         指導教授                印 

 
 

下記のとおりティーチング・アシスタントとして推薦しますのでよろしくお願いします。 
 

記 
   
 

 
 
 
推 
 
薦 
 
学 
 
生 

 
氏         名 
 

 
 
 

 
所 属 

 
本学大学院 

 
医学研究科  修士課程  ・ 博士課程    年次 

 他  大  学 
大  学  院  

 
      大学       科    課程  年次 

 
研 究 科 目

 

   

 
職 業 の 有 無

  
 有 ・ 無 

 
 
 
授 

 
 業 

 
 計 

画 

 
授 業 名 （ 実 習 等 ）
 

 
 
 

 
授  業  内  容 
 

 
 
 

 
担  当  期  間 
 

 
平成  年  月  日  ～ 平成  年  月  日 

 
 
担  当  時  間 
 

 
年間           時間予定 

 

 
※  他大学大学院生については、在学する大学の所属長による同意書を添付すること。
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別記様式２ 

ティーチング・アシスタント実施報告書 
平成   年   月分         課程   年次              学      氏 名                 
実 施 月 日 曜日 業  務  時  間 実施時間：分 授業名（実験・実習等） 業 務 内 容 指導教授確認印 

月   日  時  分～  時  分 ：       

月   日  時  分～  時  分 ：      

月   日  時  分～  時  分 ：      

月   日  時  分～  時  分 ：      

月   日  時  分～  時  分 ：      

月   日  時  分～  時  分 ：      

月   日  時  分～  時  分 ：      

月   日  時  分～  時  分 ：      

月   日  時  分～  時  分 ：      

月   日  時  分～  時  分 ：      

月   日  時  分～  時  分 ：      

   計   ：      

上記のとおり実施したことを確認し、報告します。 
平成   年   月   日 
                大学院医学研究科長  様     
                                          指導教授 （所属）                
                                               （氏名）              ○印  
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